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 本科卒業の皆さん，専攻科修了の皆さん，おめでとうございます。 

すべての教職員とともに，心よりお祝い申し上げます。 

 卒業・修了される皆さんにとって最後の一年は，まさしく後世に語り

継がれる歴史的な年でした。新型コロナウイルスの世界的な感染症拡大

というパンデミックの真只中を通り抜けました。授業も課外活動も学生

生活も学生寮も感染症対策が最優先で徹底されました。あらゆる制約の

もとで，皆さんはよく頑張って，そして卒業・修了を迎えることができ

ました。「学生の学びを止めない」，「高専教育の質を保証する」ことを掲

げて，この難局に立ち向かった先生方の努力を大いに労って頂きたいと

思います。おかげで皆さんはオンラインやリモート授業を受けるスキルも身に付き，これからの高度な

情報社会に生きる術を少しは先取りしたことになります。 

 このような状況でしたが，皆さんは本科及び専攻科の教育課程を全てクリアし，函館工業高等専門学

校を卒業・修了するわけです。中学卒業後，工学の専門教育を５年間一貫で学び，実践的かつ創造的技

術者に教育するところが高等専門学校です。産業構造の変化や国際化の進展など，社会や経済の変遷を

経てもなお，産業界のニーズに応える高度な技術者への期待はますます高まっています。函館高専は，

全国レベルの高専教育をここ函館の地で実践し，そして先導して来た学校です。これまで社会で活躍す

る数多くの卒業生を送り出しています。皆さんは，見事に学校の期待に応えてくれました。 

 皆さんは，これまで多くの人に支えられ，そして助けられて，今日の卒業・修了を迎えたわけです。

ご家族や支えてくれた周りの方へのご恩や愛情を決して忘れてはいけません。また，たくさんの良い思

い出を周りの友人と一緒に作ることができました。ここで得た友人は，かけがいのない一生の財産です。

これからもお互いに高め合い，そして大切にして下さい。 

 皆さんにとっては，卒業・修了がスタートとなります。一所懸命勉強して身に付けた知識とスキルが，

必ず皆さんの力になってくれ，そして皆さんを支えてくれます。函館高専で学んだことを誇りに思って

下さい。どのような社会に飛び込んでも，自己研鑽に励み，次のステップを高く駆け上がって下さい。 

 これからの世界は変化の激しい予測困難な時代です。特にポストコロナの時代に求められるのは，ま

るで新しい価値観や生活様式です。多様化，グローバル化，の波の中で新たな時代を築くのは，まさに

皆さんです。状況に応じて必要となる知識・能力を自ら修得し，社会を支える原動力となるよう，皆さ

んの活躍を大いに期待しています。 
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「卒業・修了される皆さんへ」 
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「卒業生へのメッセージ＆卒業生からのメッセージ」 

『機械コース卒業生に贈る言葉』 

第５学年生産システム工学科機械コース担任 古俣 和直 

『高専で学んだ力』 

第５学年生産システム工学科機械コース 羽鳥 辰之介 

  

 

 

 

 

 生産システム工学科機械コース４期生の皆さん，保護者の皆様，ご卒業おめ

でとうございます。コロナ禍での就職活動や当たり前の日常が奪われた最後の

１年間でしたが，４年次に体育大会での総合優勝など，驚きと喜びの多いクラ

スでした。これから述べることを，10 年くらい後にタイムカプセルのように

思い出していただけると幸いです。 

 人はやられたままではいられず，自分がされて不快になった思いを仕返しす

る。その矛先が弱者へ向けられることが多くあります。そのため更に弱い立場

の者へ攻撃が次々と続いてしまいます。思いやる気持ちを持てば，そのような連鎖を止めることができ

ます。一方，目上の方から受けたご恩は，その方へ直接お返しするのではなく，自分より弱い立場の者

へ，自分がいただいたことと同様のことをしてあげてください。例えば，社会に出て高専出身の先輩に

助けていただいたら，次はあなたが後輩の面倒をみることで，先輩たちの思いは止まることなく，次の

世代へ引き継がれ続いていきます。仕返しとお返しのベクトルを間違わなければ，皆さんの周囲はとて

も温かく穏やかになり，その環境下で皆さんは大いにご活躍できると思います。 

 

 

 

 羽鳥です。高専で５年間生活をしましたが，友達がいないと卒業できない学

校だと思いました。一人で何かをする時間は少ないです。たぶん試験中くらい

です。だからこそ友人や先生との関わりが一番大切だと思いました。 

 私の周りには個性的な人がたくさんいます。盛り上げ上手な人が多く，学校

行事は楽しい思い出ばかりです。試験前には勉強会と称しできる友人に知恵を

授かりました。CAD の授業は締め切り前にロボ研の友人に託しました。この

ように様々な人たちに助けてもらったおかげで危なげなく卒業できそうです。

そんな私にも人よりできることはないかと探しましたが見当たらず，せめて人

に優しくしようと心掛けていました。そしたら偽善者と言われました。けれど，構いません。やらない

善よりやる偽善です。 

 しかし，これからは善だけでは生きていけません。なぜなら優しいだけでは給料は発生しないからで

す。今までチームプレーを盾にしてギリギリを生きていた人も会社ならクビかもしれません。学生時代

以上に勉強して頼りにされる人になりましょう。 

 在校生の皆さんも，コミュニケーション能力は友人と話すだけでも向上すると思うので，ぜひ貴重な

学生生活を楽しんでください。  
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『個性（本当の自分自身）が輝く人生設計を！』 

第５学年生産システム工学科電気電子コース担任 高田 明雄 

『電気電子コース卒業生からのメッセージ』 

第５学年生産システム工学科電気電子コース 黒谷 風介 

 

 

 

 ご卒業おめでとうございます。これから大人社会の一員になり，いろいろな

出会いがあり，また様々な経験をすることでしょう。時に理想と現実のギャッ

プに思い悩み，人生という道での歩みが止まり，明るい未来が見えにくくなる

ことがあるのかもしれません。そういう時には，個性（本当の自分自身）を再確

認してみてください。皆さんは，一人ひとり同じではないため，十人十色の個

性，すなわち，信念・価値観・特徴・能力などバラバラです。それなのに，往々

にして社会にはルールやモラルとは別に『・・・でなければならない』という類の固定観念が様々な場

面で生まれます。これは特定の方向を指すベクトルに類似しています。しかし，それは十人十色のベク

トルを代表するものでもなければ，包含するものでもありません。また，固定観念を鵜呑みにして，理

想像に自分を当てはめようとしてもなかなかうまくいかないと思います。自分自身の特徴は，否定では

なく，逆に大切にすべきものであり，個性とは自分らしく生きる道標だと私は思います。どうか，人生

の設計図の骨格には個性をしっかりと組込み，輝かしい人生をデザインしてほしいと思います。皆さん

のご多幸を祈っています。 

 

  

 

 私が５年間の長い高専生活で『友達』の存在に何度も助けられました。最初

は愛好会活動で出会った名前も知らない人たちだったのですが，今ではいくつ

もの場面を共に乗り越えてきた大切な友達だと思っています。特に一緒に愛好

会活動をしてきた６人には感謝しています。その内の「なべ」，「たくみん」に

は特に助けられました。私はこの２人に良くも悪くも影響を受け楽しい高専生

活を送ることができました。なので，在校生のみなさんには５年間という長い

期間で助け合える友達を作ってほしいと思います。 

 次に３年間担任として支えてくださった高田先生にこの場をお借りして感謝申し上げます。何度も衝

突したりしましたが，高田先生が担任でとても嬉しかったです。就職活動中もたくさん支えてくださり

ありがとうございます。 

 高専生でいる時間はたくさんの知識や経験を積める貴重な時間でした。ここで得たものをこれからの

生活や仕事，趣味など幅広い分野で活用できるようにしたいと思います。 

 最後になりますが，とても濃い高専生活を過ごすことができ，高専に入って良かったと思います。あ

りがとうございました。 
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『情報コース卒業生に贈る言葉』 

第５学年生産システム工学科情報コース担任 東海林 智也 

『人の価値』 

第５学年生産システム工学科情報コース 北川 能大 

 

  

 

 卒業生，及び保護者の皆様，ご卒業誠におめでとうございます。至らない点

が多い担任で皆様には多大なご迷惑をおかけして来ましたが，皆様のご協力の

お陰もあり何とか担任業務を全うすることができ，大変感謝しております。 

 さて，昨年起こった新型コロナウィルス騒動のために卒業生の皆様はこの一

年間大変苦労されたと思います。実は前回私が５年生の担任をした 10 年前に

はあの東日本大震災が起こり，当時の卒業生も皆様と同様大変な目にあいまし

た。そこで，震災と伝染病という違いはありますが伝えたいことは同じですので，昔の学校だより（2012

年 3 月発行 No.184，高専ホームページからバックナンバーを読めます）で私が当時の卒業生へ贈った

言葉である「見学旅行の中止，就職活動の混乱など皆様の生活や人生にも影響が出ました。現在の様な

激動の時代を乗り切るためには身体とメンタルの健康が何よりも大事になって来ます」を再び皆様にも

贈りたいと思います。 

 卒業生の皆様はこれから仕事や勉学で忙しい日々を過ごすことになると思いますが，健康を第一とし，

無理をして体調を崩さぬようくれぐれもご自愛下さい。そしてたまには母校に元気な姿を見せに来て下

さい。 

 

 

 

 「君はどんなことを聞いても，御託を並べて答えるなぁ。だけど，”自分が何を

したいのか？” こんな簡単な質問に答えられない。答えを知らないんだろう。」 

（グッド・ウィル・ハンティング 旅立ち） 

 “自分が何をしたいのか？” という問いに，あなたは答えられますか。 

 この質問は，だいたいの高専生が苦手とするものではないでしょうか。高専は卒

業さえすればある程度に安定した将来が保障されるので，成り行きに身を任せて

しまいがちです。そうなってしまえば，”自分が何をしたいか”なんて考える機会は

ありません。 

 高専で学ぶことが出来る知識は，あくまでも道具です。私は，人の価値というものは，持っている道

具ではなく，その道具でなにをするかで決まるのではないかと思います。 

 高専の先生方は道具を研いではくれますが，それをどう使うかについては教えてくれません。” 自分

が何をしたいのか” 自問自答しながら探してみてください。胸を張って答えられるようになった時，き

っとそれがあなたの一番の価値になります。 
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『豊かな人脈を！』 

第５学年物質環境工学科担任 小原 寿幸 

『卒業にあたって』 

第５学年物質環境工学科 和平 美南海 

 

 

 

 卒業おめでとう。３年間の付き合いだったけど，皆さんのことは一

生忘れません。 

 授業態度が非常に良く，素直で気持ちの優しい人が多かったと思い

ます。コロナウイルス禍のために見学旅行など幾つかの楽しみにして

いた行事が潰れ，失望することが多かったと思いますが，いつも明る

く振舞い，皆さんの明るい笑顔を見ると，逆に私自身が勇気づけられ

ました。本当に有難う。 

 1 月 26 日に行われた卒業研究発表会では，難しい先端のテーマについて各人が堂々と発表され，その

姿に心を打たれました。いま，すっかり逞しく（女子は美しく）成長された皆さんの姿を見て感無量の

ものがあります。大いに自信を持ち，社会に出ても臆することなく，頑張って下さい。 

 皆さんのこれからの人生で，苦しい事，つらい事，決断しなければならない事など様々な試練が待ち

うけていることでしょう。そんな時，友人に相談し，励ましあって困難を乗り越えて行っていただきた

いと思います。これから，皆さんは，社会人になる訳ですが（専攻科や大学に編入学する人もいずれは），

仕事をするにも何をするにも自分一人では生きていけません。人生において一番大切なものは，多くの

人と出会い，良い人間関係を築き，豊かな人脈を作ることです。それが皆さんの財産になります。多く

の出会いを大切にして下さい。皆さんのご多幸と躍進を心から祈っています。 

 

 

 

 私が函館高専に入学してから，いつの間にか卒業の時期になっていました。

物質環境工学科は２年生の 26 名から色々，色々あり…23 名になってしまいま

した。 

 ５年間を振り返って，私は入学３日目で「高専あってないなぁ…。」というの

を感じ，卒業できるとは思っていませんでした。しかし，吹奏楽部に入部，ボ

ランティア活動，アルバイトをしていく中で多くの先輩や友人に巡り合い，そ

して，かけがえのないクラスメイト，優しい先生方のおかげで自分が卒業とい

う一つのゴールにたどり着けたのではないかと思います。大変なことや嫌になってしまうことも沢山あ

りましたが，今思い返すと全てが大切な思い出であり経験だったのだと感じています。 

 在校生の皆さんに伝えたいことは決して一人ではできないことでも誰かに頼ることで成し遂げるこ

とができるということです。確かに一人で頑張らなくてはならないこともありますが，時には誰かの力

を借りてもいいのではないでしょうか？そして夢中になれるものを見つけてみるのはいかがでしょう

か？何か一つ頑張れたら苦手なことでも頑張れるようになると思います。普通ではなく自分らしさを大

切に，残りの高専生活，頑張ってください！ 
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『新たな始まりを迎えるにあたって』 

第５学年社会基盤工学科担任 佐々木 恵一 

『残念社会基盤もまたいい』 

第５学年社会基盤工学科 高松 慶汰朗 

 社会基盤工学科第４期生の皆さん，卒業おめでとうございます。５年間という高専生活が終わりを迎

えます。入学当初は大きな志を持って入学したかと思いますが，授業や実験･実習の辛さから挫折しそ

うになったことも多かったことでしょう。しかし，最上級学年を終え，辛かったこと，苦しかったこと

が多かった分，達成感に満ち溢れていることと思います。学生時代にいろいろ苦難を乗り越えた経験が

多ければ，社会に出て壁にぶつかった時にも対応が出来ると思います。社会では一つひとつの行動が評

価され，失敗したときに挽回できない場合もあります。その時にはその結果に至る過程が重要であり，

しっかりした過程無くして成功はありません。そのため，毎日を大事にしてほしいと思います。 

今年はコロナウィルス感染拡大という未知の状況の中，４月の段階で進路指導は非常に心配でしたが，

学生諸君の努力と協力により乗り越えることができました。また，研修旅行，体育祭，高専祭など，高

専最後の行事が次々中止となり，寂しい最終学年となりました。ただ，本クラスは皆で協力し，助け合

いながら活動して来ました。卒業後もいろいろな場面で会うことがあるかと思いますので，この繋がり

を大切にしてください。 

 皆さんの高専生活は，実験，実習や報告書，製図作成に忙しい毎日だったという記憶が大きいと思い

ます。また皆さんはコロナ禍で人生の岐路に立ち，進路を選択しなければなりませんでしたが，進学も

就職も自分で悩み，考え，希望を持って決めた道です。４月から始まる新たな生活の中で多くの困難に

直面することと思いますが，何事に対しても勇気を持って挑戦して下さい。皆さんが立派な技術者とな

り，社会で活躍されることを応援しています。頑張ってください。 

 社会基盤は明るい，元気，いい意味でうるさい等といった風習がある気がし

ますが，今年度はみんな真面目でした。一点お詫び申し上げます。 

 現在，卒業のための本論を書き上げております。フォークトモデルとは，人

間の接触をバネとダッシュポッドを用いて表したもの。このモデルは自律型エ

ージェントを配置したときの避難シミュレーションを解析するときに使えま

す(参考文献[1])。人生の知見としてください。 

５年生だからこそ言えます（汗）。社会基盤は４年生が勝負です。一般ピープ

ルの皆さん，本気を出せば，教科書・ノートくらい暗記できます。有効数字は

３桁。カンニングは厳禁です。対策と傾向大事にしてください。目指せ！青数

字！

 今年度は，コロナ禍での生活となりましたが，このクラスで過ごし，無事卒業できることを嬉しく思

います（仮）。また，それ以上に担任の先生が佐々木恵一先生で良かったと心から思っています。後輩，

社会基盤を選ぼうと思っているあなた，ぜひ先生と仲良くなってください。きっといいことがあります。

もし壁に当たった時は，ぜひ水理実験室へ。有難いお話が聞けますよ。 

[1] 大澤龍世：自律型エージェントを配置した災害弱者の DEM 型避難シミュレーション
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『環状交差点』 

専攻科第２学年生産システム工学専攻連絡担当教員 河合 博之 

「修了生へのメッセージ＆修了生からのメッセージ」 

『７年間の高専生活を通して』 

専攻科第２学年生産システム工学専攻 佐藤 広務 

 

 

 

 

 

 専攻科修了生の皆さん，修了おめでとうございます。10 代半ばから 20 代前

半にかけての７年間という長きの間，勉強や研究，課外活動を通じてさまざま

なことを学んで成長したことと思います。７年間といえば，小学校に入学した

児童が中学校 1 年生を終えるまでの時間です。そういう意味では，高専での７

年間がどれだけ濃く，刺激的な時間であったか，私は勝手に想像してしまいま

す。最終成果でもある特別研究Ⅱでは，全文英語の資料による見事な発表会で

した。素晴らしい成果を挙げた人もいれば，思うような結果に辿り着かなかっ

た人もいるかもしれない。しかし，どのような結果であれ，試行錯誤し努力し

続けた時間は，今後の糧となり必ず皆さんを支えてくれることになると思って

います。大学院に進学する皆さんは，今後の大学院での研究に自信を持って臨んでください。今の勢い

をもって新しい研究にチャレンジしてください。新しい発見をして世界一を目指しましょう！就職する

皆さんも，新たな環境で思う存分自分の力を試してください。先の読めない世の中となりましたが，変

化を恐れずに柔軟に対応きる力を蓄えてきたはず。7 年間は高く飛躍するためしゃがんできた期間なの

です。 

 

 

 

 本科と合わせた７年間で得たものは大きく２つあり，自身の興味がどの分

野に向いているか知れた事，研究の意義の理解とその基礎的な素養を身に付

けられた事が挙げられます。特に卒業研究が始まる本科５年頃から意識し始

め，将来のビジョンが固まり始めたと思います。分野問わず，興味の持てるも

のを知るきっかけやタイミングは様々だと思いますが，高専での生活を通し

て科学技術やその研究に興味を持ったならば，その興味を深掘りする機会や

方法が沢山あると思うので，実際に行動に移せば充実した学生生活を過ごせ

るのではないかと思います。また，興味を持てるものが見つからなかったとしても，高専で得られる数

学・物理・各専門科目の知識は，今の発展した社会には欠かせないことを理解し，その重要性を後の世

代に伝える事は非常に大事なことだと学びました。個人的にも，「将来，社会に出たら使わないから，勉

強をする必要は無い」なんてことは無いと思うので，今後も様々な知識を身に付けて視野を広げていき

たいと思います。最後に，７年間お世話になった方々にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとう

ございました。 
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『物質環境工学専攻科修了おめでとうございます』 

専攻科第２学年物質環境工学専攻連絡担当教員 水野 章敏 

『専攻科２年間の思い出』 

専攻科第２学年物質環境工学専攻 田中 太 

 

 

 

 専攻科修了生ならびに保護者の皆様，修了おめでとうございます。本科から含

めて７年間あるいは４年間を本校で学び，無事修了に至ったことに心よりお慶

び申し上げます。 

 専攻科での授業，面接練習，アプリ作成業務の依頼，共同研究の打ち合わせや

研究会，さらに校外での技術交流会など，これまでの皆さんとの思い出がよみが

えってきます。これからは様々な出逢い，生活スタイル，学問や業務への取り組

み方に新鮮な感覚を覚える一方，戸惑うこともあるかもしれません。しかし皆さ

んには，本校で積んだ経験をぜひ強みにかえて進んでいってほしいと思います。

特に今年度は COVID-19 への対応により前期休校にも関わらず，専攻科課程の集大成である特別研究

II のすべて英語表記の発表は，私がこれまで大学で 15 年以上見てきた卒業研究発表と比べてもレベル

が高く立派でした。自信をもってそれぞれの環境で活躍してくれることを期待しております。 

 研究ではオリジナリティを追求してきましたが，最後に贈る言葉は拝借して締めたいと思います。 

 Thou shall dream, aspire and be strong!! 

 

 

 

 専攻科では授業・研究ともに発表の機会が多く，２年間で作ったパワーポ

イントのファイルは 50 を超えました。ノートを開く時間は減り，代わりに

Office を開く時間は増えたと思います。元来あがり症気味の自分ですが，プ

レゼンの場数を踏んだことで，人前で話すことに対する抵抗が小さくなった

ように感じます（単に同じ環境に慣れただけかもしれませんが…）。２年目の

前期は外出自粛でずっと自宅にこもっていたものの，思い返せば仙台・名古

屋・新潟での学会発表に最初で最後の英語プレコン，ロックダウンスレスレの海外インターンシップ

など，たくさんの機会に恵まれていました。これらは比較的時間のある専攻科だからこそできたこと

だと思います。尊敬できる先生方や先輩方，苦楽を共にした同級生，素直な後輩達など周りの人間に

も恵まれました。４月からは７年ぶりに環境が変わり，居心地の良い場所から離れなければなりませ

んが，新たな場所で努力を積み上げていきたいです。長い間本当にありがとうございました。 
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『専攻科修了 おめでとうございます！』 

専攻科第２学年社会基盤工学専攻連絡担当教員 菊池 幸恵 

『その男，研究室異動につき』 

専攻科第２学年社会基盤工学専攻 髙橋 凪人 

 

 

 

 専攻科修了生の皆様ならびに保護者の皆様，専攻科修了おめでとうございます。 

社会基盤工学専攻第２期生として，いろいろと大変な思いや新しいこともチャレ

ンジしつつ，一生懸命に取り組んできたと思います。みなさんと私は本科１，２

年生の副担任からはじまり，３～５年生は担任として，専攻科１年生からは連絡

担当教員として関わってきました。みなさんの貴重な７年間を側で見守ることが

できて，本当に嬉しく思います。これからは，大学院進学でさらに学問に打ち込

む人や企業に就職して社会に羽ばたく人，それぞれの進路があります。これから

はさらに険しい道が待っているかもしれません。自分自身の足でその道をしっか

りと歩むためにも，函館高専で過ごした７年間で培った知識や経験や人脈を有効に活用してください。

ここまで本科や専攻科を共に過ごした友達や教職員，そして見守り続けてくださった保護者の皆様，た

くさんの人たちに支えられてきたのだと思います。これからは支えられるだけではなく，誰かを支える

立場にもなってください。そのためにも，支えてくれた方々へ感謝の気持ちを忘れずに，自信を持って

前を向いて歩いてください。応援しています！ 

 

 

 

 宮武研究室所属の髙橋です。実は私，昨年度まで別の研究室に所属していました。指導教員の転勤に

伴い専攻科２年次より急遽現在の研究室に移動してきました。笑えますよね。しかも前指導教員に転勤

を打ち明けられたのは昨年度の 11 月ですよ。こんなことが許されていいんですかね？なんとなく１年

次の研究指導が雑な気がしたので，その時に気付けなかった自身の鈍感さを呪うばかりです。しかしな

がら，研究室難民である自分を拾ってくれた宮武先生をはじめ，同研究室の先輩後輩のサポートもあり

なんとか１年を乗り切ることが出来ました(？)。皆様本当にありがとうございます。また，本科 1 年次

から現在に至る７年間，同じ教室で過ごした小林・増田には本当に感謝です。２人がいなければ真面目

に３回くらい留年していたと思います。大学編入に失敗し，内心嫌々で進学した専攻科ですが，今では

専攻科に進学してよかったと胸を張って言えます。社会基盤の先生方，本当にありがとうございました。

文字数の関係でお伝えすることは出来ませんので，永家先生が酔っ払って本町のラーメン屋を出禁にな

った話はまた別の機会に。 
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『函館でよかった』  第５学年生産システム工学科機械コース ユー 

 2018 年 4 月に函館に着いた時のことはまだはっきりと目の前に浮かびますが， 

函館での高専生活はもうすぐ終わります。振り返ってみれば，来日するまでたく 

さんの不安を抱えていましたが，高専に着いた時から出会った周りのみんなが色 

々助けてくれたおかげで，留学生活にだんだん慣れることができました。最初の 

ころの簡単な日本語しか話せなかった自分に，授業を分かりやすくゆっくり説明 

してくださった先生方，あたたかい笑顔で話かけてくれたクラスメイト達，私の 

つたない日本語をしっかり聞いてくれた留学生たち，優しく接してくれた保健室，寮務の皆様は決し

て忘れません。この三年間は楽しいことばかりではありませんでしたが，自分にとって非常に大切で

貴重な思い出ができたと思います。このあまりにも寒い函館で私は，3 年間も温かさと優しさに包ま

れて恵まれてきました。今まで応援してくださった先生方，留学生の皆さん，友達，留学中に出会っ

たすべての方々に感謝の気持ちでいっぱいです。三年間お世話になりました！ 

「卒業する留学生からのメッセージ」 

『卒業にあたって』  第５学年物質環境工学科 アイマン 

 初めて函館高専に留学していくと聞いた時，「寒そう」としか思い浮かびません 

でした。まだ日本のこと東京都と大坂府だけ知っていて，アニメのナルトが生ま 

れた国だとずっと思っていました。函館に到着したとき自分の中で勝手に作られ 

た風景通りになったか，ならなかったか，どちらも属していません。当時，今ま 

での知っていた“日本”を頭から消して，この 3 年間を過ごしながら学んで行こう 

と決心しました。 

 クラスメイトや先生との初対面は気まずかった気がするけど私からの自己紹介 

があまりにも弱くてインパクトもなく友達なんか手につかない存在だと思っていました。しかし，先

生達が私の日本語の不足にゆっくりと対応して下さって私を気楽にさせました。クラスメイトも何人

か寄ってきて話かけてくれたり，遊びに誘ってくれたり本当にありがたいと思っています。あっとい

う間に 3 年間も経ちまして，後何日か退寮して高専を卒業します。ここで積み重ねた思い出を一生に

大切にします。3 年間お世話なりました！ 

『感謝』  第５学年社会基盤工学科 チルーゲン 

 初めて函館に来てから，もう３年が経過しようとしています。とても長いよう 

で，短いようで，やっぱり長い３年間でした。最初は，慣れない日本語での授業 

や専門の勉強など，難しいことがたくさんありましたが，勉強をしているとだん 

だん慣れてきました。函館高専の同じクラスのみんなもたくさん話しかけてくれ 

てうれしかったです。私は留学生で，みんなよりは１歳年上でしたが，みんな仲 

良くしてくれました。また，先生方もわかりやすく授業を教えてくれて本当に助 

かりました。高専では，測量や実験などとても面白い勉強がいっぱいできました。 

とても楽しく，充実した環境で勉強できてよかったです。高専には私以外にもたくさんの留学生がい

て，ほかの国の人たちとたくさんお話しすることができました。そうして英語も上達しました。そして

函館はとてもきれいで，おしゃれな街でした。いろいろな場所を旅行して，たくさんの思い出を作りま

した。先生方やクラスの人たちや，留学生たちの皆様のおかげで，無事に高専を卒業でき，進学もでき

ました。ありがとうございます。 
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各種大会・コンテスト等での活動 
 

 

 

 

 令和２年 11 月 28 日（土）～12 月 20 日（日）にかけて，キャンパス・コンソーシアム函館主催

「HAKODATE アカデミックリンク 2020」が開催されました。このイベントは，函館市内にある高等

教育機関の学生による合同研究発表会で，研究内容を市民に紹介するとともに，各研究テーマの協力・

連携の可能性を探る場となっています。今年は，Web 上の特設サイトを会場として，ブースセッション

（ポスターやスライドによる発表）51 チーム，ステージセッション（動画による発表）８チームの参加

がありました。 

 本校からは， 

 【ブースセッション】 

  ・チームドローン ・ワイヤレス技術研究室 

  ・函館高専ゲームプログラミング研究会 

  ・有機化学研究室 ・構造解析研究室 

 【ステージセッション】 

  ・函館高専・理系女子実験隊／Robogals Hakodate 

の６チームが参加し，日ごろの研究や取組を披露しました。開催期間中，市内の中学生からメールで質

問が寄せられるなど，オンライン交流も行われ，学生たちにとって，今後の活動の励みになるよい機会

となりました。 

 審査の結果，理系女子実験隊／Robogals Hakodate が優秀賞（産学連携「クリエイティブネットワー

ク」賞）を受賞し，チームメンバーに賞状及び副賞が授与されました。 

（記：女子学生サポート室長 山本 けい子） 

 

 

 私たち次世代デザイン研究会（4S-M 大清水 空，小玉 聡吾，千

田 望美，早川 友志朗，本谷 澪佳，4S-E 柴田 紘希）は第 17 回全

国高等専門学校デザインコンペティション（デザコン）の AM デザ

イン部門に出場しました。そこで 3D プリンタを使い作成した，腕

をどの方向に向けても必ず文字盤が上を向く腕時計「MG」を発表

し，優秀賞を受賞しました。 

 作品名の MG は動作原理から発案されました。MG は，おもり，

レール，文字盤で構成されており，「半円状のレールの両端に”文字

盤”と”おもり”を配置し，おもりが鉛直下向きになるように滑ること

で文字盤が上の方に向く。」というのが動作原理です。このように，

質量ｍと重力加速度 g によって発生する力 mg によって動作させて

いるということから MG と決まりました。 

 今年の AM 部門のテーマは，「唯へのこだわり」で，3D プリンタ

HAKODATE アカデミックリンク 2020 に参加しました 

～ 受賞の様子 ～ 

第 17 回全国高等専門学校デザコン AM デザイン部門に出場しました 

～ ポスター ～ 
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～ 次世代デザイン研究会のメンバー ～ 

の造形技術を活用して一つしかない生活サポートアイテムの開発でした。

COVID-19 の影響により学校での授業が無かったため，オンラインでのミ

ーティングから始め，登校が始まってから実物を設計しました。設計のこ

だわりは，「3D プリンタで一体造形すること，腕の細い人，太い人にも対

応すること」で，７個目の改良で誰でも付けられる完成品にすることがで

きました。おもりは，型を 3D プリンタで作成し，ビスマスを鋳造して作

成しました。実際に装着して２日間過ごしてみたところ本を読んでいると

きや歩いているときなど，機能が発揮される場面が多くあり, 実用性のあ

るものを作れたと確信できました。 

 発表は遠隔で行われ, 事前に資料を練り上げていたのでベストパフォー

マンスを発揮することができ，審査員からも評価され，優秀賞（参加中

１位）を受賞することができました。来年度はチーム全員が５年生です

が現地にも行けず, 惜しいところで最優秀賞を逃した悔しさは残っている

ので, もう一度挑戦してみたいです。 

（記：次世代デザイン研究会 柴田 紘希)  

 今年も地区予選を勝つことができ，神戸で開かれた第 51 回全国高等専門学校ラグビーフットボール

大会へ出場してきました。コロナ禍で大会開催が危ぶまれましたが，無観客試合，選手や顧問等関係者

の体調チェックの報告など感染対策を徹底することで大会開催が認められ，例年通り大会が開催されま

した。神戸に１週間以上遠征するにあたっては，部員の行動制限，体温測定を徹底し何とか無事に遠征

することができました。 

 今回も暮れに函館を出発して神戸高専のグラウウンドを借りて練習を積み，全国大会初戦に備えまし

た。しかし，１月４日の１回戦で佐世保高専と対戦する予定でしたが，佐世保高専が事情によりで出場

を辞退することになり，１回戦は不戦勝となりました。それにより，５日の２回戦で神戸高専と対戦す

ることになりました。試合は，函館高専の選手不足，練習不足，経験不足のため強豪の神戸高専に終始

圧倒され，６対 98 というこれまでに経験のない点差で負けてしまいました。 

 今回はどの高専もチームの活動が７月以降で練習試合をする機会も少なく，チーム作りに苦労するこ

とになりましたが，それに加えて我がチームは部員が揃わず，部員勧誘から始めなければならず，集ま

った部員はラグビー経験のない部員ばかりで，４か月で何とか

ラグビーの試合をすることができようになることでやっとの

状況でした。試合に負けることは当然のことでしたが，やはり

悔しさが残ります。５年生がいないチームでしたので，幸いそ

のまま選手が残ります。選手は大敗の悔しさを感じ強くなろう

と気持ちを新たにしています。来年の大会では勝つことを目指

して１年間，精一杯練習に励みたいと思います。 

（記：ラグビー部顧問 浦田 清） 

 

  

第 51 回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会に出場しました 

～ ラグビー部のメンバー ～ 
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各種講演会等 

（記：キャリアセンター長 小林 淳哉） 

 

 

 

 令和３年１月 15 日（金）公立はこだて未来大学システム情報科学

部の美馬のゆり教授をお招きし男女共同参画に関する講演会を開催

しました。美馬先生は，講演依頼や著書も多く，また，本校学生が受

賞した日産リカジョグランプリの企画立ち上げや，はこだて国際科学

祭をはじめとする「サイエンス・サポート函館」による地域ぐるみの

科学技術コミュニケーション活動で本校の本村先生とご一緒に平成

26 年に文部科学大臣賞を受賞される等，本校と関わりの深い先生です。 

 学生（第３学年）を対象とした講演会は「AI やロボットと共生する時代における自分の未来，社会の

未来のデザインについて」というテーマで，教職員を対象とした講演会は「AI，ロボットなどの科学技

術と学びおよび海外における女性研究者の活動」というテーマでそれぞれ行われ，美馬先生ご自身の経

験も披露いただきながらわかりやすくお話しをいただきました。コロナ禍の中，講演はオンライン形式

で，聴講者は教室や第１講義室で分散しながら，密を避けて実施しました。このような形態でしたが，

実際に目の前でお話しいただくのと遜色ないような講演をしていただくことができました。学生対象講

演会終了後は，女子学生サポート室が中心となり，リカジョグランプリの受賞メンバーと「オンライン

座談会」を実施しました。美馬先生の立ち上げた賞の受賞者が函館出身の本校であったとことを大変喜

ばれ，有意義な座談会ができました。また教職員向けの講演会では美馬先生の人望もあり，当初の想定

よりも大勢の方に聞いていただくことができました。 

 学生にとっても，教職員にとっても，良い機会になったことと思います。本講演会を開催するにあた

って，ご支援くださった皆様，ご参加くださった皆様のおかげで，無事に成功させることができました。

ここに一言お礼申し上げます。                            （記：男女共同参画推進室長 丸山 珠美） 

 

 

 今年度は当初からの北海道や首都圏の緊急事態宣言発令などを受け，新型コロナウイルス感染症感染

防止対策の中で就職・進学活動を行うことになりました。 

 例年３月に約 100 社を集めて行われる函館高専地域連携協力会の「合同企業説明会」は中止となり，

就職を考える学生の情報収集の機会がなくなりました。また，企業の採用関係者の来校も制限され，採

用試験（面談）もオンラインで行われる企業も多くありました。学生たちは遠隔授業でオンラインシス

テムを利用していたこともあり，オンライン面談に問題なく対応していました。こうした成果もあり，

就職内定率は例年と同じくほぼ 100％となっています。 

 大学・大学院進学に関しては，今年度はほとんどの大学が試験方法を変更し，感染拡大の影響によっ

てはさらに変更もありうるという但し書きのある大学も多くありました。そうした中でも本科は約 33％

が大学や専攻科に進学し，専攻科は約 43％が北海道大学大学院などに進学します。 

 現在も第 3 波の感染拡大の中ですが，３月２日には昨年中止になった合同企業説明会をオンライン

で開催します。また同日，企業説明会後には合同大学説明会も開催予定で準備を進めています。キャ

リアセンターでは，様々な方法で今後の With コロナの状況での進路選択をサポートしていきます  

男女共同参画に関する講演会を開催しました 

～ オンライン講演会の様子 ～ 

コロナ禍の中の就職・進学活動の総括 
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『職業選択における価値観』             生産システム工学科教授 浜 克己 

退職される先生から一言 

『技術者養成のための虎の穴』           生産システム工学科教授 近藤 司 

 

『有難うございました』                        一般系教授 浦田 清 

 

 

 

 民間企業で３年間勤務後，母校である本校に赴任して 36 年になります。職業選

択では，個人の価値観に因るところが大きいですが，私の場合はそれが幸福度の高

い仕事でした。そのため，特に組織では，やりたい仕事の内容よりも，自分らしさ

を発揮できる環境づくりが重要であると考え，そのことに努めました。 

 大学時代に教員への憧れを抱いていたため，この道に導いてもらったことに感謝

し，短いながらも民間企業での経験も活かして，何よりも「多くの人の役に立ちた

い」という気持ちと，母校ということで自己否定にならないように，様々なことに

積極的に取り組みました。活動を進める中で，多くの方々からご支援をいただき，

学生としっかり向き合ってその成長を感じたり，自らもステップアップを実感できたことや，卒業生の

社会での活躍を見聞することが喜びや誇りとなって高い幸福度に繋がり，人生の支えにもなっていたよ

うに思います。所謂「天職」だったのかもしれません。 

 価値観は人それぞれですが，学生の皆さんも職業選択とともに，「天職」，「適職」について考えてみて

ください。 

 長い間，本当にお世話になりました。函館高専の益々の発展を祈念いたします。 

 

 

 本年度をもって，定年退職を迎えることになりました。函館高専に来て 17 年

６か月，その間，本校教職員の皆様には大変お世話になりました。おかげさまで

思い出がたくさんできました。体育大会，冬季スポーツ大会，寮祭，機械工学科

５年生ソフトボール大会，予選会など数えるときりがありません。その間，３ク

ラスの担任をしました。18 歳の学生 40 人を束ねるというは大変なことですが，

幸い学生に恵まれ，それほど苦労をしないで過ごしたように思います。 

 高専は，「技術者養成の虎の穴」と思っています。「虎の穴」とはもともとアニメ漫画タイガーマスク

で出てくる「悪役レスラー養成機関」として登場しますが，まさに高専は，５年間で実技と座学を学び，

その応用として卒業研究まで行う技術者養成機関です。これを乗り切った先輩が社会で活躍しており，

そのおかげで本校の教育を信頼したたくさんの一流企業から求人がきます。高専の５年間さえ乗り切れ

ば，一流企業人となり，素晴らしい人生がひらけています。学生の皆さん，勉強はつらいものです。で

もツラいからこそ乗り切る価値があるのです。 

 最後に本当にお世話になりました。そして，ありがとうございました。 

 

 

 本校に赴任して 36 年，前職を含めると 39 年間の教員生活を送ってきましたが，

今年度をもって定年退職を迎えることになりました。昭和，平成，令和と３代に

渡った教員生活を無事に終えることができましたのも，良き学生に恵まれ，良き

教職員に助けられたことによるものと思います。心から感謝申し上げます。 

 赴任当時は本校で一番若く，学生と間違われたこともありましたが，いつの間

にか最年長となってしまいました。先日気が付いたのですが，グラウンド脇に一

本の背丈ほどの松の木が立っています。こんなところに松の木なんかなかったの

にと思いましたが，松の木の種子がグラウンドの土中で発芽し成長したものと思

われます。時の経過を感じずにはいられませんでした。これまで多くの学生との出会いがありましたが，

その多くの学生が社会で活躍しているのを見聞するたびに函館高専の教育に関わってきたことの喜び

と誇りを感じます。あと２年間は再雇用で本校にいます。あとわずかで完全リタイアですが，残り少な

い教員生活で，社会で活躍できる学生を育てる一助を担いたいと思います。あと２年よろしくお願いし

ます。  
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